
2023 JAPAN FID NATIONAL TEAM International Match 2nd leg 

 

【日本】                  【アルゼンチン】 

        

 

【得点経過】 

３５分[アルゼンチン]No.4 のクロスボールを No.9 がヘディングシュート。 

４６分[アルゼンチン]No.10 のクロスボールを No.7 が１タッチシュート。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【交代】 

４５分[日本]     IN NO．１１梅村  ⇔  OUT NO．９奥田 

IN NO．１７今井  ⇔  OUT NO．１８松野 

６５分[日本]     IN NO．１０佐藤  ⇔  OUT NO．１５犬塚 

６７分[アルゼンチン] IN NO．１６    ⇔  OUT NO．１０ 

           IN NO．１７    ⇔  OUT NO．８ 

IN NO．１５    ⇔  OUT NO．１１ 

７０分[アルゼンチン] IN NO．１４    ⇔  OUT NO．４ 

７８分[アルゼンチン] IN NO．８     ⇔  OUT NO．１ 

    IN NO．１８    ⇔  OUT NO．９ 

８１分[日本]     IN NO．１３福原  ⇔  OUT NO．７武田 

８６分[日本]     IN NO．６吉川   ⇔  OUT NO．３清水 

８９分[日本]     IN NO．１徳村   ⇔  OUT NO．１２荻野 

 

ゲームコンセプト 

全員攻撃・全員守備 

 

攻撃コンセプト 

ARGENTINA の状況に応じて、 

・相手の背後を狙う＋サイドからの攻撃 DF 

→サイド攻撃(数的優位) ※ニア・プルバック・ファー 

・ビルドアップ 

→１タッチプレー＋サポート＋素早い切り替え 

 

守備コンセプト 

・１vs１で絶対に負けない 

(良いポジション/素早いアプローチ/インターセプト/粘り強い対応) 

・①前線から積極的な守備、②中盤からの守備(※最終ラインの設定) 

(1stDF のアプローチ/予測/距離感/背後への飛び出しの予測・対応) 

・ゴール前の守備 

(寄せる/正面に立つ/距離感/簡単に飛び込まない) 

 

 

ゲーム内容 

第２戦は、前線からの積極的な守備と中盤からの守備でボール奪取を狙い、アルゼンチン DF の背後へのアク

ションとサイド攻撃でゴールを目指した。アルゼンチンは、GK のみ選手変更があり、強力な２トップを起点に

ゴールを目指してきた。日本は、アルゼンチンのプレースピードにも慣れ、ボールの奪いどころも共有されてき

ていた。アルゼンチンは、日本の背後のスペースを狙うことで、サイド攻撃から CK や高い位置からのスローイ

ンを獲得し、ゴール前に迫ってきた。日本は３５分にチャンスを掴む。⑨奥田がゴール前の⑭下鶴にアーリーク



ロスを供給し、フリーでボレーシュートを試みるもボールを捉えきれなかった。得点の兆しが見えてきた中、ア

ルゼンチンに隙を突かれ、深い位置からのクロスボールから No.９にヘディングゴールを決められてしまう。 

０ʷ１で迎えた後半、開始早々にクロスボールの対応を見誤り、失点を喫してしまった。もう失点が許されな

い中、前線から中盤と連動し、積極的にボールを奪いに行き、良い守備は見受けられるようになっていた。シュ

ートこそ少なかったが最後まで諦めずにゴールに迫るもタイムアウトとなり、０ʷ２の敗戦となった。 

 


